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異なる分野の融合〜新規研究分野への発展〜

遷移金属錯体 ＝ 触媒
効率

選択性
反応機構の検討

配位化学

機能性材料
難揮発性、熱安定性

多様性

極性分子の高い溶解性
（高濃度二酸化炭素）

イオン液体化学

新規研究分野

イオン液体の再生技術
利用・応用の拡張・展開

均一反応系
分解物

反応生成物
の分離



ルテニウム錯体の酸化還元と窒素化合物の変換反応
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本研究課題の目的
均一反応系において、ルテニウム錯体を触媒とした

電気化学的手法によりイオン液体中での二酸化炭素

還元反応による高エネルギー物質への変換を行う。

繰り返し使用可能で、反応系から反応生成物の分離

が容易な環境負荷の低い反応系の構築を目的とする。
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錯体の設計・合成
二酸化炭素還元触媒に適したルテニウム錯体の合成と
物性評価に基づいた錯体設計
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・配位子による電子状態の調節
・電子の入り口となる配位子：NO

(NO+ → NO0 → NO-)

・CO2捕獲サイトの創出

従来の触媒 本研究


